
エネルギー分野

現状・背景 研究（実用化）開発のポイント・先進性

研究（実用化）開発の目標

浜通り地域への
経済波及効果（見込み） これまでに得られた成果 開発者からの浜通り復興に

向けたメッセージ

　本技術は、従来は中小規模では
事業化が困難なエネルギー作物の
栽培とバイオマス発電に採算性を
与えるものです。また、新産業の
導入や新規雇用を創出するだけで
はなく、農林業の復興にも資する

ものです。既に、本技術に興味をお持ちの行政や
企業の方々が実証現場を視察されております。
　本技術は、浜通り地域等のバイオマス産業都市
構想や中小規模のバイオマス電熱供給システム導
入を計画中の市町村や関連企業のお役に立てるの
ではないかと思います。ご相談やご要望をお待ち
しております。

創イノベーション株式会社
代表取締役社長

神保安広

① スィートソルガム残渣から木材チップ
相当の発熱量をもつ低灰分ペレット燃
料の生産方法を開発しました。

② スィートソルガム搾汁糖液の長期室温
保存を可能にする新プロセスを開発し
ました。これによりアルコール発酵工
程の年間平準化が可能になり、コスト
ダウンが期待されます。

③ 従来の燃料用エタノール製造工程を簡素
化した低濃度エタノールの製造工程を開
発しました。次年度から、この燃料によ
るディーゼル発電の検討を開始します。

④ リンなどの有価成分をより低コストで
抽出利用するプロセスを開発しました。

　本事業で開発する新技術によれば、中
小規模でもエネルギー作物栽培事業とバ
イオマス発電熱供給事業の採算性が確保
できるので、経済的合理性を保ちながら
事業規模を順次拡大していくことが可能
で、最小限の経済的なリスクで新産業の
創生・導入が可能です。
　また、スィートソルガム栽培事業は、
農地保全と農業復興に資するものです。
森林資源の活用については、本格的に
は森林除染の進捗を待つ必要があります
が、小規模な森林バイオマス利用に対し
ても適用できるので、林業復興のスター
トアップにも寄与できます。

　2021 年を目標に、浜通りに 1,000 ha 以上
の規模のスィートソルガム栽培事業と、1 MW
級以上のバイオマス発電所による熱電供給事業
を組み合わせた標準モデル事業を立ち上げます。
　この標準モデル事業 1 件で総額 15 億円の売
上げ、50 億円の設備投資、雇用 50 名以上を
見込んでいます。森林資源の利用についても、
除染の進捗に合わせて順次進めていきます。

　本事業では、エネルギー作物栽培事業とバイオマス発電熱供給事業
に十分な採算性と事業安定性を付与するために必要な「エネルギー作
物残渣から高性能ペレット燃料と高付加価値副産物を製造する」新技
術の開発を行っています。本技術には、
① スィートソルガム残渣を原料として、木質チップ級の熱量をもつ低

灰分高性能ペレット燃料の生産と付加価値の高い副産物の抽出生産
ができます。

② 酸やアルカリなどの薬剤をほとんど使用しない処理方法によるので、
環境負荷が低いです。

③ プロセスを根本から見
直し、総合的にエネル
ギー利用効率が高い、
低コスト処理システム
を構成しています。

といった特徴があります。

　エネルギー作物栽培事業は、燃料生産工程の
効率化や副産物利用を徹底しないと収益性が確
保できません。一方、地産木材によるバイオマ
ス発電熱供給事業は、木材の安定確保が困難で
事業化が進んでいません。新開発技術によって
作物残渣から高性能ペレット燃料が生産でき、副
産物からも収益が得られるようになれば、両事
業を一体化し浜通りに展開することができます。

農林残渣を対象とする有価物抽出・
高熱量ペレット燃料製造準連続処理系の技術開発

実施期間：2017年度～ 2019 年度　実用化計画開発実施場所：南相馬市、飯舘村

　スィートソルガムの糖液搾汁残渣と地産木材を原料とし、100℃以上に加熱した高圧の水がもつ高い反応性を利
用する当社新開発の準連続式亜臨界水熱爆砕処理システムを使用することにより、高性能のペレット燃料と有価
抽出物を生産します。高性能ペレット燃料とスィートソルガム糖液から製造するバイオアルコールによるバイオ
マス発電熱供給事業を実現させ、新産業の創生と農林業復興を目指します。
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04 株式会社クレハ
　フッ素樹脂は優れた化学的安定性を有しており、様々な用途で利用されています。本検討では、近年、蓄電デ
バイスとして需要が増加しているリチウムイオン電池のさらなる高性能化に寄与できる新規フッ素樹脂の開発を
目指しています。その他、金属等重量素材をフッ素樹脂で置き換え軽量化することで作動エネルギー低減を目指
した開発、さらには、高効率な製造法開発も併せて行っています。

実施期間：2017年度～ 2019 年度　実用化計画開発実施場所：いわき市

新規なフッ素樹脂の開発とその製造技術

　「イノベーション・コースト構想」
は新たな産業基盤の構築を目指し
ているが、そのためには、新しい
工業材料の開発、新しい社会シス
テムの構築、など個々課題の解決
はもちろんのこと、分野を跨いだ

連携は必須であります。イノベーション・コース
ト構想を通して他分野・他企業と効果的な連携を
進め、新たなイノベーションを引き起こし、浜通
りの 〝 復興 ” から 〝 飛躍 ” へ転じることを強く願っ
ています。

株式会社クレハ
渡辺　圭介

　昨年度のラボ検討で、電池の高容量化
に寄与できうる新規なフッ素樹脂を見出
し、また従来比で生産性向上を見込める
手法の実証に至りました。今年度は、昨
年度の成果をベースに、ラボから一段ス
ケールアップし、パイロット検討を進め
ました。現段階で、スケールアップによ
る課題は抽出されておらず、ラボ実証品
と同等物性の樹脂が製造可能であること
を確認しています。並行して、実生産可
能なプロセス案の構築も進めており、今
後は量産化へ向けて、実生産スケールで
最終的な確認を行います。

　新規なフッ素樹脂の開発およびその製
造技術開発及びそれらの生産活動をいわ
き市にて実施すると、雇用の拡大が図れ、
経済活動の活性化に貢献します。さらに、
先進的な電池用途の新規なフッ素樹脂が
開発されることで、「いわき市＝蓄電池
材料産業」との認識・注目度は高まり、
電池関連分野の産業誘致の促進が図られ
るものと考えられます。産業誘致に至れ
ば、人財流入等により経済活動の活発化
が図られます。

　平成 34 年度（2022 年度）頃に新プラント
での生産開始を目標にしています。そこに向け
て、平成 31 年度（2019 年度）まで段階的に
スケールアップ検討を進め、投資判断をする。
新プラントが操業に至ると、売上 50 億円相当
の事業創出、約 20 人の雇用拡大を見込んでい
ます。

　リチウムイオン電池では、用途に依らず、小
型・高容量化が求められており、今後、電池形
態が多様化してくると予想されます。多様化す
るニーズに適応するため、電池材料となるフッ
素樹脂には、電池作製プロセス適性を加味した
上での性能向上が求められています。また、蓄
電池市場拡大に伴うフッ素樹脂需要増加を見込
んでおり、生産性向上が必要であります。

　近年のエレクトロニクス分野の進展は目覚ましく、IoT への注目度
も日に日に上がってきているが、IoT 関連技術の中で蓄電デバイスの
進化は相対的に遅く、蓄電デバイス技術の革新が求められています。
また、エネルギー源 CO2削減の動きが活発化してきており、再生可能
エネルギーを安定的に運用するために蓄電デバイスは注目されていま
す。さらに、エネルギー源 CO2削減としては自動車・航空機などの軽
量化も重要な技術テーマとなります。こうした中において、電池性能
向上に寄与できうるフッ素樹脂開発、あるいは金属等重量素材の代替
材料としてのフッ素樹脂およびその加工技術開発を行う意義は大きい
が、フッ素樹脂を量産すること自体、特殊な技術を要するものです。
本検討では、弊社が有するフッ素樹脂製造に関する技術をベースに、
さらに、高機能化のための手法を加え、先進的なフッ素樹脂開発を行
います。開発に至れば、蓄電デバイス技術の革新、軽量化によるエネ
ルギーの効率運用に繋がる材料となりえます。
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2018年度版　浜通りの未来を拓く実用化開発プロジェクト　　福島県地域復興実用化開発等促進事業




